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純物量は Si02 で 1. 5%以下であることを明確にしている。この考え方に基いて Si02 量の少ないクロ











4 )クロマイト砂中の Si02 を主成分とする不純物が増すと耐浸透性，崩壊性ともに劣化し， 大型
鋳鋼品への適用には許容限界があることを明確にしている。
5 )クロマイト砂を用いたコールドセット鋳型の使用により，大型鋳鋼品(重量350t まで)の焼着
欠陥の発生が防止され，良好な鋳肌がえられ，その砂落し工数は従来のいずれの鋳型よりも大きく低
減されたことを述べている。
以上のように本論文は大型鋳鋼品の焼着とその欠陥防止に関し，多くの新しい知見が示されており，
その成果は冶金工学むよび鋳造工学の分野に貢献するところ大である。よって本論文は博士論文とし
て価{直あるものと 2忍める。
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